
原則として全ての職員が対象（以下の職員は対象外）
• 交替制等勤務職員（勤務時間法第７条の規定により勤務時間を割り振られる職員）
• 皇宮警察学校初任科、航空保安大学校又は気象大学校の学生

フレックスタイム制

フレックスタイム制 ・・・ 公務の運営に支障がないと認める範囲で、始業及び
終業の時刻について職員の申告を考慮して、単位期間ごとの期間につき１週
間当たり38時間45分（４週間で155時間）となるように当該職員の勤務
時間を割り振る制度

（イメージ）

４週間で155時間
（1週当たり38時間
45分）
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